
中央大学生活協同組合「女性活躍推進法」に基づく一般事業主行動計画 

当生協は「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づいた課題分析結果により

抽出された課題を解決するため、以下のとおり行動計画を策定しています。 

１．計画期間 令和４年９月２６日 ～令和１０年３月３１日 

２．当生協の課題 ①在籍している社員（正従業員）数における男女差が大きく、現在、管理職に

女性がいない。 

②育児休業制度について、女性従業員は利用率が 100％であるのに対して、

男性従業員の利用が現在までにない。

３．目標 

目標１：管理職に占める女性比率を 10％以上とするために、人事制度を見直しつつ、リーダーや

若手を段階的に育成・教育していく。 

＜取組内容＞ 

● 令和６年１２月～ 人事制度上の課題を再確認し、問題意識の共有をはかる。

● 令和８年 １月～ 管理職候補人材の把握（本人希望確認、職場推薦）を実施する。

● 令和８年 ９月～  中堅女性従業員に対し、管理職育成を目的とした社内研修を実施す

るとともに、社外セミナーに参加してもらう。 

● 令和９年 １月～  社内で活躍する管理職候補の女性従業員を紹介し、女性の応募を促

す。 

目標２：社内風土も醸成しながら、在宅勤務やテレワーク等の制度を利用することで、男性従業員

の育児休業取得者が１人以上になるようにする。 



＜取組内容＞ 

●     令和６年１０月～ 全従業員を対象に育児関係制度に関する調査を実施する。 

●     令和７年 ６月～ 規約や運用ルールを改定しながら、育児休業取得時に利用できる在

宅勤務やテレワーク等の制度の整備を行う。 

●     令和８年 ４月～ 社内説明会や研修を行うことで従業員の育児関係制度理解を深め、

男性従業員の利用も促進する。 

●     令和９年 ３月～ 対象となる従業員に個別に社内制度を説明し、育児休業について具

体的な相談を実施する場を設ける。 

 

 

 

【女性の活躍に関する情報公表】 ※2024 年 2 月末時点 

 

● 従業員に占める女性労働者の割合…76.9％           

全従業員数（パート・アルバイト含む）：312 人 

男性従業員数（パート・アルバイト含む）：72 人 

女性従業員数（パート・アルバイト含む）：240 人 

 

● 男女の賃金の差異 

全従業員：27.37％ 

正従業員：70.90％ 

定時従業員・アルバイト：57.33％ 

 

● 男女の平均継続勤務年数の差異…1.96 年 

平均継続勤務年数（男性）：21.03 年 

平均継続勤務年数（女性）：19.07 年 

 

● 男女別の育児休業取得率 

正従業員 

育児休業取得率（男性）…0％ 育児休業取得率（女性）…100％ 

定時従業員・アルバイト 

育児休業取得率（男性）…0％ 育児休業取得率（女性）…100％ 


